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367　　　　子宮筋腫 に おけ る腫瘍抑制遺伝子 の発

現 とその 意義

368　　　 子宮平滑筋及び子宮筋腫 は なぜSCF

（stem
　oell 　factor）を産生するか
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〔目的］子宮筋腫 は最も頻度 の 高 い 良性腫瘍 で ある

が 、 悪性化する頻度は極めて少な い 。正 常細胞は、

細胞増殖周期の 中で腫瘍抑制遺伝子 の 正常な営みに

よ っ て細胞 の 増殖が 調節さ れ る が、腫瘍抑制遣伝子

の 異常は癌化へ の プ ロ セス をとると考えられ てい る。

そ こ で子宮筋腫がなぜ臨床的に良性腫瘍として の 性

格を有 し、 さらに 悪性化す る頻度が少ない の か と い

う理 由を知るため に 、 腫瘍抑制遺伝子の 発現様式が

子宮筋 、 子宮筋腫、 及び子宮平滑筋肉腫の 間で どの

ような差異を有 して い るの かを検討する こ とに よ っ

て 子宮筋腫の 良性腫瘍た る性格を明らか にするこ と

を目的とした 。　［方法］子宮筋腫 （10例）の手術摘

出材料よ り筋腫 （30鈷節）、了宮筋 （10例） の組織

を それぞれ採取し、
HLE染色で 組織学的 に 病変を確

認 した 。 同組織よ り蛋白質を抽出して 、SDS一ポ リ

ク リルァ ミドゲル で分離し、 ウエ ス タ ンプ ロ ッ テ ィ

ング法で ニ トロ セ ル 卩
一

ス フ ィ ル タ
ー

に 移 し、腫瘍

抑制遺伝子p53 ，
　 RB，　 p21，　 p16 の モ ノク ロ

ー
ナル

抗体を用 い て その 発現を検出した 。 また 2種類の 株

化 した子宮平滑筋肉腫に つ い て も同様に解析 した 。

［成績］子宮筋に は p53の発現は ほ とんど認め られ

なか っ たが筋腫は全例に発現が あり、 肉腫で は異常

に強 い 発現を認めた 。
RB は 肉腫に の み強い 発現を

認めた 。 p21 とp16は子宮筋に発現があり、 筋腫では

よ り強 い 発現 とな っ たが、肉腫は発現 して い なか っ

た 。 ［結論］肉腫で の P53，　 RB の異常発現 とP16，

p21の 発現欠損は悪性腫瘍として の 完全なる表出と

考え られ、筋腫では
一

部p53の 異常が存在するよう

に思 われるが、その 他 の 腫瘍抑制遣伝子が正常 に近

い機能を持つ こ とに よ っ て 良性腫瘍 として の 性格を

維持 して い るもの と考え られた 。

【目的】 ヒ ト子宮筋や筋腫 に多数 の 肥満細胞（MC ）

が存在するが 、 筋腫 は そ の 組織像に よ っ て MC の 数

がちが う。 そ こ で筋腫における MC の存在意義を明

らかに す るため、  子宮平滑筋、筋腫 の MC 数を規

定 して い る因子はな に か 。   子宮平滑筋で の MC の

局在。   子宮平滑筋及び筋腫はMC の 増殖因子で あ

るSCF を産生 す る かを検討 した。 【方法】  子宮平

滑筋38例 、 筋腫36結節に対 して トル イ ジ ン ブルー染

色を行し丶 年齢、月経周期、oellurality、膠原線維

量 との 関係を検討 した 。 膠原線維量 は切片を アザ

ン染色し、 画像解析装置 （LuzexF，　NIRECO ）に て算

出した 。   子宮平滑筋 の α　−smooth 　 muscle 　 aCtinと

MCrr ）tryPtAcel：ナ：い して
り
市免咋牛を如 や ・、　 M 「

「
M

子宮平 滑筋層で の 局在を検討 した。  子宮平滑筋

と筋腫 の組織及び培養細胞よ りmRNA を抽出し、

RT −P（皿法に よりSCF の mRNA を検出した 。 【成績】

  38例 の 子宮平滑筋層の MC 数 （mean ＋SD）は 17．9±

9．7で 年齢 、 性周期で 差 を認 めなか っ た 。 筋腫の

MC 数はceilurarity≧ 1850NPF の 筋腫 で は7．1±6．9（n；

8）、 それ以下で は1．7±2．6（n＝28）、膠原線維量 ≧45

％の 筋腫では15 ± 3・1（1＝ 21）、それ以 下では45 ± 5．3

（n＝ 15）とそ れ ぞれ有意な差が見 られた 。   子宮平滑

筋層で の 2重染色では 、 血管周囲の 結合組織中の み

ならず、筋細胞間 に も多数の MC を認めた 。   Rr −

1℃ R法に よ り子 宮平滑筋と筋腫の 組織及び培養細

胞 で の SCFの mRNA の発現を確認 した 。 【結論】子

宮平滑筋 、 筋腫は 自らSCF を産生 して MC の 分化増

殖を促 して い る可能性が 示唆された 。 また、筋腫

は oeJlurarity が高く、 膠原線維 が少な い もの に MC が

多い が 、 こ の 差は筋腫細胞 の S（F の産生能 の 差 に よ

る可能性が示唆された 。
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